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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管を解放可能に接続するためのコネクタシステムであって、
　第１の通路を有するメス型結合器と、
　前記メス型結合器内に配置される第１の弁であって、前記第１の弁は、前記第１の通路
を通る流体流動を中断させるように動作可能である、第１の弁と、
　第２の通路を有するオス型結合器と、
　前記オス型結合器内に配置される第２の弁であって、前記第２の弁は、前記第２の通路
を通る流体流動を中断させるように動作可能である、第２の弁と、
　前記メス型結合器に移動可能に結合されるキャッチと、
　前記オス型結合器に結合されるキャッチ受容要素であって、前記メス型およびオス型結
合器の解放可能かつ嵌合可能な軸方向結合に応じて、前記キャッチは、前記キャッチ受容
要素と係合し、前記メス型結合器の軸方向位置を前記オス型結合器に対して固定し、それ
によって前記コネクタシステムの接続された状態を達成し、前記接続された状態では、前
記メス型結合器は、第２の弁開放位置に向かって前記第２の弁を推進し、前記オス型結合
器は、第１の弁開放位置に向かって前記第１の弁を推進することにより、前記第１および
第２の通路を流体連通状態に配置し、流体流路を提供する、キャッチ受容要素と、
　前記メス型結合器に移動可能に結合される解放要素と
　を備え、
　前記メス型結合器のメス型結合器外側表面に沿った前記解放要素の進行は、前記キャッ
チを前記キャッチ受容要素から係脱させ、前記コネクタシステムの接続解除された状態を
達成し、
　前記メス型結合器外側表面に沿った前記解放要素の前記進行は、メス型結合器の第１お
よび第２の端部間の前記メス型結合器外側表面に沿った縦方向進行のみを含む、コネクタ
システム。
【請求項２】
　前記進行は、前記メス型結合器外側表面に沿った線形運動を含む、請求項１に記載のコ
ネクタシステム。
【請求項３】
　前記解放要素は、前記メス型結合器外側表面に沿った前記線形運動を、前記キャッチの
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往復運動に変換するように構成される、請求項２に記載のコネクタシステム。
【請求項４】
　前記解放要素は、前記メス型結合器外側表面に沿った前記線形運動を、前記メス型結合
器の内部に向かう前記キャッチの内向き運動、または前記メス型結合器の前記内部から離
れる前記キャッチの外向き運動に変換する、請求項３に記載のコネクタシステム。
【請求項５】
　前記解放要素が前記キャッチを前記メス型結合器の前記内部に向けて内向きに付勢し、
前記キャッチと前記キャッチ受容要素を係合させて、前記コネクタシステムの前記接続さ
れた状態を達成する、解放要素の第１の位置に向けて、前記解放要素を付勢する、解放要
素付勢部材をさらに備える、請求項４に記載のコネクタシステム。
【請求項６】
　前記メス型結合器外側表面に沿った前記解放要素の前記進行は、前記メス型結合器外側
表面に対して０°～約±４５°の角度で指向される力の印加によって達成される、請求項
１に記載のコネクタシステム。
【請求項７】
　前記進行は、前記メス型結合器外側表面に沿った摺動進行を含む、請求項１に記載のコ
ネクタシステム。
【請求項８】
　前記キャッチ受容要素は、前記オス型結合器嵌合可能端部に近接してオス型結合器外側
表面内に配置される保定溝を備え、前記キャッチは、前記保定溝内に受容可能なボールを
備える、請求項１に記載のコネクタシステム。
【請求項９】
　管を解放可能に接続するためのコネクタシステムであって、
　メス型結合器であって、前記メス型結合器は、
　　第１の通路を画定する第１の導管と、
　　前記第１の通路を通る流体流動を中断させるように動作可能な第１の弁と、
　　前記第１の弁の第１の弁内側表面と前記第１の導管の第１の導管外側表面との間の液
密シールと、
　　前記第１の通路の外側に配置される第１の弁付勢部材であって、前記第１の弁付勢部
材は、前記第１の弁を第１の弁閉鎖位置に向けて付勢するように動作可能である、第１の
弁付勢部材と
　を備える、メス型結合器と、
　オス型結合器であって、前記オス型結合器は、
　　第２の通路を画定する第２の導管であって、前記第２の導管は、前記オス型結合器内
に縦方向進行可能である、第２の導管と、
　　前記第２の通路の外側に配置される第２の導管付勢部材であって、前記第２の導管付
勢部材は、第２の通路閉鎖状態を提供するために前記第２の導管を付勢するように動作可
能である、第２の導管付勢部材と
　　を備える、オス型結合器と
　を備え、
　前記メス型およびオス型結合器の解放可能かつ嵌合可能な軸方向結合に応じて、前記コ
ネクタシステムの接続された状態が、達成され、
　前記接続された状態では、前記第１の弁は、第１の弁開放位置に向けて強制的に推進さ
れ、流体が前記第１の通路を通して流動することを可能にし、前記第２の導管は、第２の
通路開放状態を提供するように強制的に推進され、前記流体が前記第２の通路を通して流
動することを可能にし、
　前記接続状態では、前記第１の通路は、前記第２の通路と流体連通することにより、前
記流体がコネクタシステムの第１および第２の端部間に流動できる流体流路を提供する、
コネクタシステム。
【請求項１０】
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　前記第１の弁は、前記第１の導管の周りに入れ子式に配置される、請求項９に記載のコ
ネクタシステム。
【請求項１１】
　軸方向に離間された関係において前記第１の導管に固定して結合される、第１のシール
アセンブリをさらに備え、
　前記第１の弁と前記第１のシールアセンブリのシール可能係合は、前記第１の弁閉鎖位
置を提供する、請求項９に記載のコネクタシステム。
【請求項１２】
　軸方向に離間された関係において前記第２の導管に固定して結合される第２のシールア
センブリをさらに備え、
　前記第２のシールアセンブリと、前記第２の弁座内側表面によって提供される係合表面
とのシール可能係合は、前記第２の弁閉鎖位置を提供する、請求項１１に記載のコネクタ
システム。
【請求項１３】
　第２の弁は、前記第２の導管によって提供される、請求項９に記載のコネクタシステム
。
【請求項１４】
　前記第２の弁付勢部材は、前記第２の弁から外側に向かって半径方向に配置される、請
求項９に記載のコネクタシステム。
【請求項１５】
　管を解放可能に接続するためのコネクタシステムであって、
　メス型結合器であって、前記メス型結合器は、
　　第１の通路を画定する第１の導管と、
　　前記第１の通路を通る流体流動を中断させるように動作可能な第１の弁と、
　　前記第１の弁の第１の弁内側表面と前記第１の導管の第１の導管外側表面との間の液
密シールと、
　　前記第１の通路の外側に配置される第１の弁付勢部材であって、前記第１の弁付勢部
材は、前記第１の弁を第１の弁閉鎖位置に向けて付勢するように動作可能である、第１の
弁付勢部材と
　を備える、メス型結合器と、
　オス型結合器であって、前記オス型結合器は、
　　第２の通路を画定する第２の導管と、
　　前記第２の通路を通る流体流動を中断させるように動作可能な第２の弁であって、前
記第２の導管および前記第２の弁は、一部品構造として形成される、第２の弁と、
　　前記第２の通路の外側に配置される第２の弁付勢部材であって、前記第２の弁付勢部
材は、前記第２の弁を第２の弁閉鎖位置に向けて付勢するように動作可能である、第２の
弁付勢部材と
　　を備える、オス型結合器と
　を備え、
　前記メス型およびオス型結合器の解放可能かつ嵌合可能な軸方向結合に応じて、前記コ
ネクタシステムの接続された状態が、達成され、
　前記接続された状態では、前記第１の弁は、第１の弁開放位置に向けて強制的に推進さ
れ、流体が前記第１の通路を通して流動することを可能にし、前記第２の弁は、第２の弁
開放位置に向けて強制的に推進され、前記流体が前記第２の通路を通して流動することを
可能にし、
　前記接続状態では、前記第１の通路は、前記第２の通路と流体連通することにより、前
記流体がコネクタシステムの第１および第２の端部間に流動できる流体流路を提供する、
コネクタシステム。
【請求項１６】
　管を解放可能に接続するためのコネクタシステムであって、
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　メス型結合器であって、前記メス型結合器は、
　　第１の通路を画定する第１の導管と、
　　前記第１の通路を通る流体流動を中断させるように動作可能な第１の弁と、
　　前記第１の弁の第１の弁内側表面と前記第１の導管の第１の導管外側表面との間の液
密シールと、
　　前記第１の通路の外側に配置される第１の弁付勢部材であって、前記第１の弁付勢部
材は、前記第１の弁を第１の弁閉鎖位置に向けて付勢するように動作可能である、第１の
弁付勢部材と
　を備える、メス型結合器と、
　オス型結合器であって、前記オス型結合器は、
　　第２の通路を画定する第２の導管と、
　　前記第２の通路を通る流体流動を中断させるように動作可能な第２の弁であって、前
記第２の弁は、前記第２の導管に固定して結合される、第２の弁と、
　　前記第２の通路の外側に配置される第２の弁付勢部材であって、前記第２の弁付勢部
材は、前記第２の弁を第２の弁閉鎖位置に向けて付勢するように動作可能である、第２の
弁付勢部材と
　　を備える、オス型結合器と
　を備え、
　前記メス型およびオス型結合器の解放可能かつ嵌合可能な軸方向結合に応じて、前記コ
ネクタシステムの接続された状態が、達成され、
　前記接続された状態では、前記第１の弁は、第１の弁開放位置に向けて強制的に推進さ
れ、流体が前記第１の通路を通して流動することを可能にし、前記第２の弁は、第２の弁
開放位置に向けて強制的に推進され、前記流体が前記第２の通路を通して流動することを
可能にし、
　前記接続状態では、前記第１の通路は、前記第２の通路と流体連通することにより、前
記流体がコネクタシステムの第１および第２の端部間に流動できる流体流路を提供する、
コネクタシステム。
【請求項１７】
　管を解放可能に接続するためのコネクタシステムであって、
　メス型結合器であって、前記メス型結合器は、
　　第１の通路を画定する第１の導管と、
　　前記第１の通路を通る流体流動を中断させるように動作可能な第１の弁と、
　　前記第１の弁の第１の弁内側表面と前記第１の導管の第１の導管外側表面との間の液
密シールと、
　　前記第１の通路の外側に配置される第１の弁付勢部材であって、前記第１の弁付勢部
材は、前記第１の弁を第１の弁閉鎖位置に向けて付勢するように動作可能である、第１の
弁付勢部材と
　を備える、メス型結合器と、
　オス型結合器であって、前記オス型結合器は、
　　第２の通路を画定する第２の導管と、
　　（ｉ）前記第２の導管の周りに、かつ（ｉｉ）前記第２の通路の外側に配置される第
２の導管付勢部材であって、前記第２の導管付勢部材は、第２の通路閉鎖状態を提供する
ために前記第２の導管を付勢するように動作可能である、第２の導管付勢部材と
　　を備える、オス型結合器と
　を備え、
　前記メス型およびオス型結合器の解放可能かつ嵌合可能な軸方向結合に応じて、前記コ
ネクタシステムの接続された状態が、達成され、
　前記接続された状態では、前記第１の弁は、第１の弁開放位置に向けて強制的に推進さ
れ、流体が前記第１の通路を通して流動することを可能にし、前記第２の導管は、第２の
通路開放状態を提供するように強制的に推進され、前記流体が前記第２の通路を通して流
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動することを可能にし、
　前記接続状態では、前記第１の通路は、前記第２の通路と流体連通することにより、前
記流体がコネクタシステムの第１および第２の端部間に流動できる流体流路を提供する、
コネクタシステム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　当然ながら、本発明のさらなる目的は、明細書の他の部分、図面、および請求項全体を
通して開示される。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　管を解放可能に接続するためのコネクタシステムであって、
　第１の通路を有するメス型結合器と、
　第２の通路を有するオス型結合器と、
　前記メス型結合器に移動可能に結合されるキャッチと、
　前記オス型結合器に結合されるキャッチ受容要素と、
　を備え、前記メス型およびオス型結合器の解放可能かつ嵌合可能な軸方向結合に応じて
、前記キャッチは、前記キャッチ受容要素と係合し、前記メス型結合器の軸方向位置を前
記オス型結合器に対して固定し、それによって、前記第１および第２の通路が、流体連通
状態に配置され、流体流路を提供する、前記コネクタシステムの接続された状態を達成し
、
　前記メス型結合器に移動可能に結合される解放要素と、
　をさらに備え、前記メス型結合器のメス型結合器外側表面に沿った前記解放要素の進行
は、前記キャッチを前記キャッチ受容要素から係脱させ、前記コネクタシステムの接続解
除された状態を達成する、
コネクタシステム。
（項目２）
　前記進行は、前記メス型結合器外側表面に沿った線形運動を含む、項目１に記載のコネ
クタシステム。
（項目３）
　前記線形運動は、前記メス型結合器外側表面に沿った摺動運動を含む、項目２に記載の
コネクタシステム。
（項目４）
　前記メス型結合器外側表面に沿った前記解放要素の進行は、前記メス型結合器外側表面
に対して０°～約±４５°の角度で指向される力の印加によって達成される、項目１に記
載のコネクタシステム。
（項目５）
　前記メス型結合器外側表面に沿った前記解放要素の進行は、メス型結合器の第１および
第２の端部間の前記メス型結合器外側表面に沿った縦方向進行を含む、項目１に記載のコ
ネクタシステム。
（項目６）
　前記縦方向進行は、前記メス型結合器外側表面に沿った摺動進行を含む、項目５に記載
のコネクタシステム。
（項目７）
　前記摺動進行は、前記メス型結合器外側表面に対してほぼ平行である、項目６に記載の
コネクタシステム。　
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（項目８）
　前記メス型結合器外側表面に沿った前記解放要素の進行は、前記メス型結合器外側表面
の周りでの円周方向進行を含む、項目１に記載のコネクタシステム。　
（項目９）
　前記円周方向進行は、前記メス型結合器外側表面に対してほぼ平行である、項目８に記
載のコネクタシステム。
（項目１０）
　前記円周方向進行は、前記メス型結合器外側表面の周りでの螺旋進行を含む、項目８に
記載のコネクタシステム。
（項目１１）
　前記解放要素は、前記メス型結合器外側表面に沿った線形運動を、前記キャッチの往復
運動に変換するように構成される、項目２に記載のコネクタシステム。
（項目１２）
　前記解放要素は、前記メス型結合器外側表面に沿った線形運動を、前記メス型結合器の
内部に向かう前記キャッチの内向き運動、または前記メス型結合器の内部から離れる前記
キャッチの外向き運動に変換する、項目１１に記載のコネクタシステム。
（項目１３）
　前記解放要素が前記キャッチを前記メス型結合器の内部に向けて内向きに付勢し、前記
キャッチと前記キャッチ受容要素を係合させて、前記コネクタシステムの接続された状態
を達成する、解放要素の第１の位置に向けて、前記解放要素を付勢する、解放要素付勢部
材をさらに備える、項目１２に記載のコネクタシステム。
（項目１４）
　前記解放要素付勢部材は、弾力性圧縮性部材を備える、項目１３に記載のコネクタシス
テム。
（項目１５）
　前記弾力性圧縮性部材は、ばねを備える、項目１４に記載のコネクタシステム。
（項目１６）
　非圧縮状態にあるとき、前記弾力性圧縮性部材は、前記解放要素を前記解放要素の第１
の位置に向けて付勢する、項目１４に記載のコネクタシステム。
（項目１７）
　圧縮された状態に向けての強制的推進に応じて、前記弾力性圧縮性部材は、前記解放要
素が、解放要素の第２の位置に配置されることを可能にし、前記キャッチが、前記メス型
結合器の内部から離れるように外向きに移動し、前記キャッチ受容要素から係脱し、前記
コネクタシステムの前記接続解除された状態を達成することを可能にする、項目１６に記
載のコネクタシステム。
（項目１８）
　前記キャッチ受容要素は、前記メス型およびオス型結合器の解放可能かつ嵌合可能な軸
方向結合に応じてメス型結合器嵌合可能端部内に嵌合可能に受容される、オス型結合器嵌
合可能端部に近接して、前記オス型結合器に結合される、項目１に記載のコネクタシステ
ム。
（項目１９）
　前記キャッチ受容要素は、前記オス型結合器嵌合可能端部に近接してオス型結合器外側
表面内に配置される保定溝を有する、項目１８に記載のコネクタシステム。
（項目２０）
　前記キャッチは、前記保定溝内に受容可能なボールを備える、項目１８に記載のコネク
タシステム。
（項目２１）
　管を解放可能に接続するためのコネクタシステムであって、
　　第１の通路を画定する第１の導管と、
　　前記第１の通路を通る流体流動を中断させるように動作可能な第１の弁と、
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　　前記第１の通路の外側に配置される第１の弁付勢部材であって、前記第１の弁を第１
の弁閉鎖位置に向けて付勢するように動作可能である、第１の弁付勢部材と、
　を備える、メス型結合器と、
　第２の通路を画定する第２の導管を備える、オス型結合器と、
を備え、
　前記メス型およびオス型結合器の解放可能かつ嵌合可能な軸方向結合に応じて、前記コ
ネクタシステムの接続された状態が、達成され、
　前記接続された状態では、前記第１の弁は、第１の弁開放位置に向けて強制的に推進さ
れ、流体が前記第１の通路を通して流動することを可能にする、
コネクタシステム。
（項目２２）
　前記第１の弁は、前記第１の導管と入れ子式に係合する、項目２１に記載のコネクタシ
ステム。
（項目２３）
　前記第１の弁は、前記第１の導管の周りに入れ子式に配置される、項目２２に記載のコ
ネクタシステム。
（項目２４）
　前記第１の弁は、前記第１の導管にわたって縦方向進行可能である、項目２３に記載の
コネクタシステム。
（項目２５）
　前記第１の弁の第１の弁内側表面は、前記第１の導管の第１の導管外側表面に隣接して
配置される、項目２４に記載のコネクタシステム。
（項目２６）
　前記第１の弁内側表面と前記第１の導管外側表面との間の液密シールをさらに備える、
項目２５に記載のコネクタシステム。
（項目２７）
　前記第１の導管外側表面に結合されるＯリングをさらに備え、
　前記Ｏリングは、前記第１の弁内側表面と前記第１の導管外側表面との間の前記液密シ
ールを提供する、
項目２６に記載のコネクタシステム。
（項目２８）
　前記第１の弁は、第１のポートに近接する前記第１の導管の部分を完全に囲繞する、項
目２６に記載のコネクタシステム。
（項目２９）
　前記第１の導管外側表面の一部は、前記第１の弁が移動可能な第１の弁座を提供する、
項目２８に記載のコネクタシステム。
（項目３０）
　前記第１の弁閉鎖位置への第１の方向における前記第１の弁座内の前記第１の弁の進行
に応じて、前記第１の弁は、前記第１の通路と流体連通する前記第１のポートをシール可
能に閉塞し、前記第１の通路を通る流体流動が中断される、第１の通路閉鎖状態を提供す
る、項目２９に記載のコネクタシステム。
（項目３１）
　軸方向に離間された関係において前記第１の導管に固定して結合される、第１のシール
アセンブリをさらに備え、
　前記第１の弁と前記第１のシールアセンブリのシール可能係合は、前記第１の弁閉鎖位
置を提供する、
項目３０に記載のコネクタシステム。
（項目３２）
　前記第１のシールアセンブリはさらに、Ｏリング支持体に結合されるＯリングを備え、
　前記Ｏリングは、前記第１の弁内側表面と前記第１のシールアセンブリとの間の液密シ
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ールを提供する、
項目３１に記載のコネクタシステム。
（項目３３）
　前記第１の弁付勢部材は、前記第１の弁を前記第１のシールアセンブリに向けて付勢す
る、項目３１に記載のコネクタシステム。
（項目３４）
　前記第１の弁付勢部材は、弾力性圧縮性部材を備える、項目３３に記載のコネクタシス
テム。
（項目３５）
　前記弾力性圧縮性部材は、ばねを備える、項目３４に記載のコネクタシステム。
（項目３６）
　前記ばねは、螺旋ばねを備える、項目３５に記載のコネクタシステム。
（項目３７）
　前記螺旋ばねは、前記第１の弁の一部を完全に囲繞する、項目３６に記載のコネクタシ
ステム。
（項目３８）
　前記螺旋ばねの螺旋ばね第１の端部は、前記第１の導管外側表面から外向きに延在する
第１のリブを押し付け、前記螺旋ばねの反対側の、螺旋ばね第２の端部は、前記第１の弁
外側表面から外向きに延在する第２のリブを押し付ける、項目３７に記載のコネクタシス
テム。
（項目３９）
　前記第１の方向とは逆の、第２の方向における強制的推進は、前記螺旋ばねを圧縮され
た状態に向けて圧縮し、前記第１の弁が、前記第１のシールアセンブリから離れるように
、かつ前記第１のポートから離れるように第１の弁開放位置に向かって前記第１の弁座内
を進行することを可能にし、したがって、第１の通路開放状態を提供し、前記第１のポー
トを通して、故に、前記第１の通路を通して、流体流動を可能にする、項目３８に記載の
コネクタシステム。
（項目４０）
　前記第２の方向における前記強制的推進は、前記メス型およびオス型結合器の解放可能
かつ嵌合可能な軸方向結合から生じる、項目３９に記載のコネクタシステム。
（項目４１）
　前記オス型結合器はさらに、
　前記第２の通路を通る流体流動を中断させるように動作可能な第２の弁であって、前記
第２の導管によって提供される、第２の弁と、
　前記第２の通路の外側に配置される第２の弁付勢部材であって、前記第２の弁を第２の
弁閉鎖位置に向けて付勢するように動作可能である、第２の弁付勢部材と、
を備える、項目２１に記載のコネクタシステム。
（項目４２）
　前記第２の導管が移動可能な第２の弁座をさらに備える、項目４１に記載のコネクタシ
ステム。
（項目４３）
　前記第２の弁座は、前記第２の導管と入れ子式に係合する、項目４２に記載のコネクタ
システム。
（項目４４）
　前記第２の弁座は、前記第２の導管の周りに入れ子式に配置される、項目４３に記載の
コネクタシステム。
（項目４５）
　前記第２の導管は、前記第２の弁座内で縦方向進行可能である、項目４４に記載のコネ
クタシステム。
（項目４６）
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　前記第２の弁座の第２の弁座内側表面は、前記第２の導管の第２の導管外側表面に隣接
して配置される、項目４５に記載のコネクタシステム。
（項目４７）
　前記第２の弁座内側表面と前記第２の導管外側表面との間の液密シールをさらに備える
、項目４６に記載のコネクタシステム。
（項目４８）
　前記第２の導管外側表面に結合されるＯリングをさらに備え、
　前記Ｏリングは、前記第２の弁座内側表面と前記第２の導管外側表面との間の液密シー
ルを提供する、
項目４７に記載のコネクタシステム。
（項目４９）
　前記第２の弁座は、第２のポートに近接する前記第２の導管の部分を完全に囲繞する、
項目４７に記載のコネクタシステム。
（項目５０）
　前記第２の弁閉鎖位置への第１の方向における前記第２の弁座内の前記第２の導管の進
行に応じて、前記第２の導管は、前記第２の通路と流体連通する前記第２のポートをシー
ル可能に閉塞し、前記第２の通路を通る流体流動が中断される、第２の通路閉鎖状態を提
供する、項目４９に記載のコネクタシステム。
（項目５１）
　軸方向に離間された関係において前記第２の導管に固定して結合される第２のシールア
センブリをさらに備え、
　前記第２のシールアセンブリと、前記第２の弁座内側表面によって提供される係合表面
とのシール可能係合は、前記第２の弁閉鎖位置を提供する、
項目５０に記載のコネクタシステム。
（項目５２）
　前記第２のシールアセンブリはさらに、Ｏリング支持体に結合されるＯリングを備え、
　前記Ｏリングは、前記係合表面と前記第２のシールアセンブリとの間の液密シールを提
供する、
項目５１に記載のコネクタシステム。
（項目５３）
　前記第２の弁付勢部材は、前記第２のシールアセンブリを前記係合表面に向けて付勢す
る、項目５１に記載のコネクタシステム。
（項目５４）
　前記第２の弁付勢部材は、弾力性圧縮性部材を備える、項目５３に記載のコネクタシス
テム。
（項目５５）
　前記弾力性圧縮性部材は、ばねを備える、項目５４に記載のコネクタシステム。
（項目５６）
　前記ばねは、螺旋ばねを備える、項目５５に記載のコネクタシステム。
（項目５７）
　前記螺旋ばねは、前記第２の導管の一部を完全に囲繞する、項目５６に記載のコネクタ
システム。
（項目５８）
　前記螺旋ばねの螺旋ばね第１の端部は、第１のリブを押し付け、前記螺旋ばねの反対側
の、螺旋ばね第２の端部は、前記第２の導管外側表面から外向きに延在する第２のリブを
押し付ける、項目５７に記載のコネクタシステム。
（項目５９）
　前記第１の方向とは逆の、第２の方向における強制的推進は、前記螺旋ばねを圧縮され
た状態に向けて圧縮し、前記第２の導管が、前記第２の弁座内を進行し、前記第２のシー
ルアセンブリを、前記係合表面から離れるように、かつ前記第２のポートから離れるよう
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に第２の弁開放位置に向けて配置することを可能にし、したがって、第２の通路開放状態
を提供し、前記第２のポートを通して、故に、前記第２の通路を通して、流体流動を可能
にする、項目５８に記載のコネクタシステム。
（項目６０）
　前記第２の方向における強制的推進は、前記メス型およびオス型結合器の解放可能かつ
嵌合可能な軸方向結合から生じる、項目５９に記載のコネクタシステム。
（項目６１）
　管を解放可能に接続するためのコネクタシステムを作製する方法であって、
　第１の通路を有するメス型結合器を提供するステップと、
　第２の通路を有するオス型結合器を提供するステップと、
　キャッチを前記メス型結合器に移動可能に結合するステップと、
　キャッチ受容要素を前記オス型結合器に結合するステップと、
　解放要素を前記メス型結合器に移動可能に結合するステップと、
を含み、前記メス型結合器のメス型結合器外側表面に沿った前記解放要素の進行は、前記
キャッチを前記キャッチ受容要素から係脱させ、前記コネクタシステムの接続解除された
状態を達成する、方法。
（項目６２）
　前記メス型およびオス型結合器の解放可能かつ嵌合可能な軸方向結合に応じて、前記キ
ャッチは、前記キャッチ受容要素と係合し、前記メス型結合器の軸方向位置を前記オス型
結合器に対して固定し、それによって、前記第１および第２の通路が、流体連通状態に配
置され、流体流路を提供する、前記コネクタシステムの接続された状態を達成する、項目
６１に記載の方法。
（項目６３）
　前記メス型結合器外側表面に沿った線形運動を、前記キャッチの往復運動に変換するよ
うに構成される、前記解放要素を提供するステップをさらに含む、項目６２に記載の方法
。
（項目６４）
　前記解放要素が前記キャッチを前記メス型結合器の内部に向けて内向きに付勢し、前記
キャッチと前記キャッチ受容要素を係合させて、前記コネクタシステムの前記接続された
状態を達成する、解放要素の第１の位置に向けて、前記解放要素を付勢する、解放要素付
勢部材を提供するステップをさらに含む、項目６３に記載の方法。
（項目６５）
　前記解放要素付勢部材を弾力性圧縮性部材として提供するステップをさらに含む、項目
６４に記載の方法。
（項目６６）
　前記弾力性圧縮性部材をばねとして提供するステップをさらに含む、項目６５に記載の
方法。
（項目６７）
　前記メス型およびオス型結合器の解放可能かつ嵌合可能な軸方向結合に応じてメス型結
合器嵌合可能端部内に嵌合可能に受容される、オス型結合器嵌合可能端部に近接して、前
記キャッチ受容要素を前記オス型結合器に結合するステップをさらに含む、項目６１に記
載の方法。
（項目６８）
　前記キャッチ受容要素を、前記オス型結合器嵌合可能端部に近接してオス型結合器外側
表面内に配置される保定溝として提供するステップをさらに含む、項目６７に記載の方法
。
（項目６９）
　前記キャッチを前記保定溝内に受容可能なボールとして提供するステップをさらに含む
、項目６８に記載の方法。
（項目７０）
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　管を解放可能に接続するためのコネクタシステムを作製する方法であって、
　　第１の通路を画定する第１の導管と、
　　前記第１の通路を通る流体流動を中断させるように動作可能な第１の弁と、
　　前記第１の通路の外側に配置される第１の弁付勢部材であって、前記第１の弁を第１
の弁閉鎖位置に向けて付勢するように動作可能である、第１の弁付勢部材と、
　を備える、メス型結合器を提供するステップと、
　第２の通路を画定する第２の導管を備える、オス型結合器を提供するステップと、
を含む、方法。
（項目７１）
　前記メス型およびオス型結合器の解放可能かつ嵌合可能な軸方向結合に応じて、前記コ
ネクタシステムの接続された状態が達成される、項目７０に記載の方法。
（項目７２）
　前記接続された状態では、前記第１の弁は、第１の弁開放位置に向けて強制的に推進さ
れ、流体が前記第１の通路を通して流動することを可能にする、項目７１に記載の方法。
（項目７３）
　前記第１の弁と前記第１の導管を入れ子式に係合するステップをさらに含む、項目７２
に記載の方法。
（項目７４）
　前記第１の弁を前記第１の導管の周りに入れ子式に配置するステップをさらに含む、項
目７３に記載の方法。
（項目７５）
　前記第１の弁の第１の弁内側表面を前記第１の導管の第１の導管外側表面に隣接して配
置するステップをさらに含む、項目７４に記載の方法。
（項目７６）
　前記第１の弁内側表面と前記第１の導管外側表面との間の液密シールを提供するステッ
プをさらに含む、項目７５に記載の方法。
（項目７７）
　Ｏリングを前記第１の導管外側表面に結合するステップをさらに含み、
　前記Ｏリングは、前記第１の弁内側表面と前記第１の導管外側表面との間の前記液密シ
ールを提供する、
項目７６に記載の方法。
（項目７８）
　前記第１の弁が移動可能な第１の弁座を提供するように前記第１の導管外側表面の一部
を構成するステップをさらに含む、項目７７に記載の方法。
（項目７９）
　軸方向に離間された関係において第１のシールアセンブリを前記第１の導管に固定して
結合するステップをさらに含み、
　前記第１の弁と前記第１のシールアセンブリのシール可能係合は、前記第１の弁閉鎖位
置を提供する、
項目７８に記載の方法。
（項目８０）
　Ｏリング支持体に結合されるＯリングを備える、前記第１のシールアセンブリを提供す
るステップをさらに含み、
　前記Ｏリングは、前記第１の弁内側表面と前記第１のシールアセンブリとの間の液密シ
ールを提供する、
項目７９に記載の方法。
（項目８１）
　前記第１の弁付勢部材を弾力性圧縮性部材として提供するステップをさらに含む、項目
７９に記載の方法。
（項目８２）
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　前記弾力性圧縮性部材をばねとして提供するステップをさらに含む、項目８１に記載の
方法。
（項目８３）
　前記ばねを螺旋ばねとして提供するステップをさらに含む、項目８２に記載の方法。
（項目８４）
　前記螺旋ばねで前記第１の弁の一部を完全に囲繞するステップをさらに含む、項目８３
に記載の方法。
（項目８５）
　前記第２の通路を通る流体流動を中断させるように動作可能な第２の弁であって、前記
第２の導管によって提供される、第２の弁と、
　前記第２の通路の外側に配置される第２の弁付勢部材であって、前記第２の弁を第２の
弁閉鎖位置に向けて付勢するように動作可能である、第２の弁付勢部材と、
をさらに備える、前記オス型結合器を提供するステップをさらに含む、項目７０に記載の
方法。
（項目８６）
　前記第２の導管が移動可能な第２の弁座を提供するステップをさらに含む、項目８５に
記載の方法。
（項目８７）
　前記第２の弁座と前記第２の導管を入れ子式に係合するステップをさらに含む、項目８
６に記載の方法。
（項目８８）
　前記第２の弁座を前記第２の導管の周りに入れ子式に配置するステップをさらに含む、
項目８７に記載の方法。
（項目８９）
　前記第２の弁座の第２の弁座内側表面を前記第２の導管の第２の導管外側表面に隣接さ
せて配置するステップをさらに含む、項目８８に記載の方法。
（項目９０）
　前記第２の弁座内側表面と前記第２の導管外側表面との間の液密シールを提供するステ
ップをさらに含む、項目８９に記載の方法。
（項目９１）
　Ｏリングを前記第２の導管外側表面に結合するステップをさらに含み、
　前記Ｏリングは、前記第２の弁座内側表面と前記第２の導管外側表面との間の液密シー
ルを提供する、
項目９０に記載の方法。
（項目９２）
　軸方向に離間された関係において第２のシールアセンブリを前記第２の導管に固定して
結合するステップをさらに含み、
　前記第２のシールアセンブリと、前記第２の弁座内側表面によって提供される係合表面
とのシール可能係合は、前記第２の弁閉鎖位置を提供する、
項目９１に記載の方法。
（項目９３）
　Ｏリング支持体に結合されるＯリングを備える、前記第２のシールアセンブリを提供す
るステップをさらに含み、
　前記Ｏリングは、前記係合表面と前記第２のシールアセンブリとの間の液密シールを提
供する、
項目９２に記載の方法。
（項目９４）
　前記第２の弁付勢部材を弾力性圧縮性部材として提供するステップをさらに含む、項目
９２に記載の方法。
（項目９５）
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　前記弾力性圧縮性部材をばねとして提供するステップをさらに含む、項目９４に記載の
方法。
（項目９６）
　前記ばねを螺旋ばねとして提供するステップをさらに含む、項目９５に記載の方法。
（項目９７）
　前記螺旋ばねで前記第２の導管の一部を完全に囲繞するステップをさらに含む、項目９
６に記載のコネクタシステム。
（項目９８）
　管を解放可能に接続するためのコネクタシステムを使用する方法であって、
　　第１の通路を有するメス型結合器と、
　　第２の通路を有するオス型結合器と、
　　前記メス型結合器に移動可能に結合されるキャッチと、
　　前記オス型結合器に結合されるキャッチ受容要素と、
　　を備え、前記メス型およびオス型結合器の解放可能かつ嵌合可能な軸方向結合に応じ
て、前記キャッチは、前記キャッチ受容要素と係合し、前記メス型結合器の軸方向位置を
前記オス型結合器に対して固定し、それによって、前記第１および第２の通路が、流体連
通状態に配置され、流体流路を提供する、前記コネクタシステムの接続された状態を達成
し、
　　前記メス型結合器に移動可能に結合される解放要素と、
　　をさらに備え、前記メス型結合器のメス型結合器外側表面に沿った前記解放要素の進
行は、前記キャッチを前記キャッチ受容要素から係脱させ、前記コネクタシステムの接続
解除された状態を達成する、
　前記コネクタシステムを得るステップと、
　第１の管を前記メス型結合器に結合するステップと、
　第２の管を前記オス型結合器に結合するステップと、
　前記メス型およびオス型結合器を解放可能に結合し、前記コネクタシステムの前記接続
された状態を達成するステップと、
を含む、方法。
（項目９９）
　流体を前記流体流路を通して流動させるステップをさらに含む、項目９９に記載の方法
。
（項目１００）
　前記解放要素を強制的に推進し、前記メス型結合器外側表面に沿って進行させ、前記キ
ャッチを前記キャッチ受容要素から係脱させ、前記コネクタシステムの前記接続解除され
た状態を達成するステップをさらに含む、項目９９に記載の方法。
（項目１０１）
　管を解放可能に接続するためのコネクタシステムを使用する方法であって、
　　　第１の通路を画定する第１の導管と、
　　　前記第１の通路を通る流体流動を中断させるように動作可能な第１の弁と、
　　　前記第１の通路の外側に配置される第１の弁付勢部材であって、前記第１の弁を第
１の弁閉鎖位置に向けて付勢するように動作可能である、第１の弁付勢部材と、
　　を備える、メス型結合器と、
　　第２の通路を画定する第２の導管を備える、オス型結合器と、
　を備え、
　　前記メス型およびオス型結合器の解放可能かつ嵌合可能な軸方向結合に応じて、前記
コネクタシステムの接続された状態が、達成され、
　　前記接続された状態では、前記第１の弁は、第１の弁開放位置に向けて強制的に推進
され、流体が前記第１の通路を通して流動することを可能にする、
　前記コネクタシステムを得るステップと、
　第１の管を前記メス型結合器に結合するステップと、
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　第２の管を前記オス型結合器に結合するステップと、
　前記メス型およびオス型結合器を解放可能に結合し、前記コネクタシステムの前記接続
された状態を達成するステップと、
を含む、方法。
（項目１０２）
　流体を前記第１の通路を通して流動させるステップをさらに含む、項目１０１に記載の
方法。
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